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水の事故に遭遇したら
夏本番、家族等でプールや川、海で遊ぶ機会が増え
る時季です。それに伴い、毎年といっていいほど水
の事故が起きています。溺れている人がいたらどう
したらよいか、次のことを参考にしてみてください。

溺れている人がいたら

❶ 周りに助けを求める。
 ● 一人で助けようとせず周りに助けを求め、協力して助けるようにし、救助者の人数が多
ければ、119番通報も同時に行いましょう。

❷ 慌てて飛び込むのは危険。
 ● 泳ぎが得意な人であっても危険です。助けに行った人が溺れる事故が多く発生しています。
 ● ごく近い場所では、手を差し伸べることもできますが、助
けに行った人が引き込まれないようにしましょう。

 ● ロープや長い棒を使いましょう。衣服やベルトといった
ものを繫げてロープの代わりにして使いましょう。

 ● 浮き輪や空のペットボトル、クーラーボックスなど浮力
のあるものを投げ、溺れている人を落ち着かせてから、救
助しましょう。

助け出した後の処置

❶ 体を温める。
 ● 体が冷えていることが多いためタオルなどで温めましょう。

❷ 脈や呼吸がない場合は、胸骨圧迫と人口呼吸を行う。
 ● このとき無理やりお腹を押して水を吐かせないようにしましょう。

事故に遭遇したときの対処方法を知っておくことは大事です。しかし、事故を起
こさないようにすることが最も重要です。今年は海での事故がすでに発生してい
ます。海などに入る際は、体調は悪くないか、安全な場所であるかなどをよく確
認してから泳ぐようにしましょう。

　水の事故に限らず、応急手当てが必要な場合は多々あります。いざという
時のために普通救命講習会を受講しませんか？
　講習時間は3時間です。希望により小児対応の講習も実施できます。会社、
グループ、家族など、5名以上で申し込みをお願いします。
　受講希望の方は、御代田消防署救急救助係までお問い合わせください。

普通救命講習会
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